
地域の連携強化 亘理町防災訓練

６月1０日(日)に，平成30年度亘理町総合防災訓練が実施されました。行政区毎に，災害想定と訓練内容・

時程を定めて訓練を行いました。訓練当日は小雨模様でしたが，生徒たちは，地域住民とともに，バケツリレ

ーや防災クイズに取り組んで，自助・共助の意識を高めていました。

下茨田南地区 バケツリレ－の様子

どのように行動しますか?
防災学習で，防災に関する情

報を正しく理解し，行動するため

の学習を行いました。

緊急地震速報とは何なのか，

また，緊急地震速報を見聞きした

ときは，「素早く身を守る行動を

とる」ことを最優先とし，揺れが

収まってから次の行動に移ること

を確認しました。

これは何の標識でしょうか。

＊答えは裏面にあります。
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訓練に参加して ３年 岩佐 真帆

日常的に防災マップを見て，自分が避難するところや川が大

雨で氾濫したときの浸水区域などを確認することが大切だと思

いました。そして実際に災害が発生したときに，必要な情報は

どこで手に入れるべきか，二次災害にどのように備えると良い

か，もう一度家族と話し合ってみることが大事だと，改めて思

いました。また，自分の身を守るために最善な方法も考え直し

てみようと思いました。

・

・ダンゴ虫のポーズをとる。

・頭を守る。

・何かの下に隠れる等。

・家具をおさえる。

・階段を通行する。

・ガスコンロの火を消す等。

身を守る行動」とは
緊急地震速報時に
やってはいけないこと。



「じょいふる」で，スマホケータイを正しく使おう
「じ」・・・自画撮りしない送らない

「よ」・・・夜はケータイ使わない

「い」・・・いじわる言わない書き込まない

「ふ」・・・フィルタリングで自分を守ろう

「る」・・・ルールを親子で話し合おう

7月6日(金)に，防犯非行防止教室を全校生徒を対象

に実施しました。夏休み前に，生徒の防犯意識の高揚

や，生徒の社会への貢献意識の涵養を目的に，亘理警

察署生活安全課職員を講師に迎え，インターネットに

関わる防犯対策を中心に講話をしてもらいました。

終わりに，生徒代表の片岡萌さん(３年生)が，「joyful(じょいふる)とは，『喜ばしい』，『うれしい』，『楽し

い』といった意味があります。このようにjoyfulという言葉が持っている本来の意味をしっかりと実現するた

めにも，もう一度，スマートフォンや携帯電話の正しく安全な使い方を，皆さんで確認しましょう。」と呼びか

け，生徒全員で「じょいふる」を宣言しました。

安全に

夏休みを過ごしてください。
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ぜひ覚えてほしい標識

スライド資料12

津波避難場所

津波に対しての安全な避難場所（高台）
の情報を表示。

津波に関する標識②

気象庁 「リーフレット 津波から命を守るため」
（http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunami201501/tsunami201501.pdf）を加工して作成 スライド資料12

津波避難ビル

津波に対しての安全な避難場所（津波避
難ビル）の情報を表示。

津波に関する標識③

気象庁 「リーフレット 津波から命を守るため」
（http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunami201501/tsunami201501.pdf）を加工して作成
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津波注意

地震が起きた場合、津波がくる危険のある
地域を表示。この地域から素早く離れる，高
台へ避難すること等が求められる。

津波に関する標識①

気象庁 「リーフレット 津波から命を守るため」
（http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunami201501/tsunami201501.pdf）を加工して作成


